
登壇 

 

司会：お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただいまより、株式会社ケアサービス様の
2024年 3月期の決算説明会を開催いたします。 

まず初めに、会社からお迎えしている 3名様をご紹介申し上げます。 

まず、代表取締役社長の福原俊晴様。 

福原：よろしくお願いいたします。 

司会：ありがとうございます。常務取締役の富澤政信様。 

富澤：よろしくお願いいたします。 

司会：常務取締役の三浦裕二様。 

三浦：よろしくお願いいたします。 

司会：どうもありがとうございます。 

本日のご説明は福原様からいただくことになっております。ご説明の後、質疑応答の時間を設けて

いただきたいと思います。それでは早速よろしくお願いします。 

福原：代表取締役社長の福原俊晴です。本日は当社の決算説明会にご参加いただき、誠にありがと
うございます。それでは 2024年 3月期の決算概要についてご説明申し上げます。 

まず初めに決算概要についてご説明いたします。2ページをご覧ください。 

こちら業績になります。売上高 96億 3,700万円、前期比プラス 4億円、4.3%の増収。営業利益 5

億 1,800万円、プラス 8,700万円、20.2%の増益。経常利益 5億 5,600万円、プラス 8,000万円、

17.0%の増益。親会社株主に帰属する当期純利益 3億 7,700万円、プラス 5,300万円、16.6%の増

益となり、増収増益となりました。 

3ページをお願いいたします。事業別業績の概要です。売上高と利益を事業セグメント別にご報告

いたします。まず、在宅介護サービスは売上高 69億 4,000万円、前期比プラス 2億 6,000万円、

3.9%の増収。セグメント利益 5億 2,200万円、マイナス 700万円、1.4%の減益。シニア向け総合

サービスは、売上高 26億 9,600万円、プラス 1億 4,000万円、5.5%の増収。セグメント利益 6億

3,600万円、プラス 2,600万円、4.4%の増益となりました。 
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4ページをご覧ください。四半期ごとの業績推移です。利益面では第 3四半期において苦戦いたし

ましたが、当社の繁忙期となります第 4四半期でしっかりと売上を伸ばしたことで、第 4四半期単

体で前年同期比 157.7%と高い利益を上げることができました。 

5ページをお願いいたします。こちらはサービス別の売上構成の推移になります。在宅介護サービ

ス事業は、売上高 69億 4,000万円と前期比 103.9%で着地いたしました。個別ではデイサービス

105.7%、訪問入浴 103.4%、訪問看護は前期比で 82.9%となっておりますが、こちらは看護師の確

保が順調に進まなかったことが要因です。一方、シニア向け総合サービス事業は、売上高 26億

9,600万円、前期比 105.5%、エンゼルケアは 107.0%でした。 

続きまして、当期における売上高と件数の概況についてご説明いたします。ここでは主要サービス

であるデイサービス、訪問入浴、エンゼルケアサービスの月別の推移についてご説明いたします。

6ページをご覧ください。 

デイサービスの直近 3年間の月別の売上と件数の推移です。棒グラフが売上高、折れ線グラフが件

数、オレンジ色が当期 2024年 3月期を示しております。また、グラフの下に記載しておりますの

が、当社デイサービス全ての事業所の過去 3年間での月別の新型コロナウイルスによって営業を休

止した延べ日数になります。 

先ほど 5ページのサービス別の売上推移のスライドにて、デイサービスは前期比で 5.7%の増収と

申し上げました。当期におきまして、営業休止はなく、売上、件数ともコロナ前の水準に回復いた

しました。 

7ページをお願いいたします。続きまして、訪問入浴サービスについてご説明いたします。売上、

件数とも前期より増加いたしました。今後、われわれの商圏であります首都圏において、終末期の

お客様の増加が見込まれます。それによって、訪問入浴に対する需要がさらに高まることを見据え

て、人員体制の強化と新規出店の加速など、継続的な投資を進めております。 

8ページをご覧ください。続いてエンゼルケアサービスです。当期も全国的に売上、施行件数とも

順調に増加しております。前期より展開を始めました西日本エリアでも、計画通り立ち上げること

ができました。こちらのエンゼルケアでもさらなる人員体制の強化と新規出店など、投資を進めて

スピーディーに事業拡大を図ってまいります。 

9ページをお願いいたします。こちらが営業利益の増減分析になります。次のスライドにて詳しく

触れますが、当期では人員体制の強化や従業員の給与水準の引き上げによって人件費が増加いたし
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ました。一方で、全体的なコストコントロールや本社部門の DX の推進を継続いたしまして、物価

高騰に伴うコスト増加の要因を吸収いたしました。その結果、増益とすることができました。 

10ページをお願いいたします。こちらが今申し上げましたコストに関する要因のご説明になりま

す。先ほど人件費の増加と申しました。今後の中長期的な成長に向けて、人材の確保とサービス品

質の向上に対して、現在、積極的な投資を進めております。人員体制の強化に加え、優秀な人員の

確保と定着のために、前期に続いて当期も給与水準の引き上げをサービス別に実施いたしました。 

また、教育研修体制を拡充し、将来を担う管理職の育成、サービス別のマネジメント、専門知識の

教育にこれまで以上に焦点を当て、人材育成を実施しております。一方で、人員の部分以外の費用

につきましては、引き続き徹底的に見直して削減を進めております。 

後ほどご説明いたしますが、今期新たに開設した事業所では、設備の設置や内装の施工など、これ

まで外注化していた工程を内製化して出店を行いました。内製化することによって、外注費の削減

など開設のコストが大幅に削減するだけではなく、事業所開設までの準備期間も大きく短縮するこ

とができ、機動的な出店が可能となります。 

当期は、これらの経験やノウハウを既存の事業所の修繕や設備の切り替えなどに積極的に応用した

ことで、全体的に大きくコストを圧縮できております。また、前期に引き続き、本社を中心に事務

作業の DX化を推進し、業務改善を進めております。本社のオフィス面積を半減し、コスト削減と

ともに効率的な本社運営を行っております。 

11ページ、お願いいたします。貸借対照表の概要です。当期末での純資産合計は 26億 4,200万

円、前期末から 3億 2,600万円の増加。負債と純資産の合計は 38億 5,700万円、3億 4,600万円

の増加となり、自己資本比率は 68.5%と 2.5ポイント上がりました。なお、当期末において借入金

はゼロとなり完全無借金となりました。 

12ページ、こちらがキャッシュ・フロー計算書の概要です。営業活動によるキャッシュ・フロー

はプラス 5億 4,500万円、前期比で 1億 200万円の増加。投資活動によるキャッシュ・フローは

マイナス 1億 100万円、6,500万円の減少。財務活動によるキャッシュ・フローはマイナス 1億

1,900万円、3,100万円の増加。現金および現金同等物の期末残高は 15億 2,200万円と、前期比で

3億 2,500万円の増加となり、フリーキャッシュ・フローを拡大することができました。 

13ページ、続きまして、当期の事業所の開設状況についてご説明いたします。当期は在宅介護で

5事業所、シニア向け総合サービス事業で 2事業所の計 7事業所を新規開設いたしました。在宅介
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護では既存事業のエリアとシェア拡大により、出店を加速してまいりました。また、これまでより

も早期の収益化を実現できるように、新店のモデルを作り変えました。 

また、シニア向け総合事業サービスのエンゼルケアでも、前期の福岡に続き、米子と大阪に出店い

たしました。西日本エリアでも、私たちの湯かんとメイクに対するサービスの需要は非常に高いこ

とが確認できております。こちらも引き続き、西日本エリアの新規出店を加速させるとともに、首

都圏エリアのシェア向上に向けてさらなる事業所展開を図ってまいります。 

続きまして、今後の当社の方向性と、当期 2025年 3月期の計画についてご説明いたします。14

ページをご覧ください。 

このスライドが当社の長期的な構想となるシニア向け総合サービス業のイメージとなります。顧客

視点で介護保険と介護保険外の双方の事業を多角化しながら、この赤い円を大きくしていきたいと

考えております。 

これまでのスライドで申し上げたように、当社の既存事業にはまだまだ十分に成長の可能性があり

ます。在宅介護では首都圏、エンゼルケアでは全国で出店を加速させることによって、まずは重心

を置きたいと考えております。 

そして、このビジネスモデルを、いずれはこれから日本と同様に高齢化が始まるアジアの都市部に

進出して、持っていくことが十分に可能であると考えております。アジアの大都市では経済が発展

し、健康寿命が延びた結果、高齢者の増加とともに同時に少子化が起こり、日本と同様に家族が離

れ離れで生活し始めるという、全く日本と同じ状況が起こっております。 

その中で、介護とエンゼルケアを初めとした終活サービスに対する需要がこれからも国内外で確実

に増えていくことを私たちは想定しています。ケアサービスではこのシニア向け総合サービス業の

完成を目指し、事業の拡大と展開を進めてまいります。 

15ページに記されているのが、当社が 2年前に掲げた 10カ年計画のロードマップです。2033年

3月期までの目標となるシニア向け総合サービス業への進化に向けて、このスライドに書かれた三

つの期間に分けて戦略を推進しております。 

前期、2024年 3月期までで、一つ目の「稼ぐ力をつける」段階を計画通りに完了したと考えてお

ります。今期からは、二つ目、真ん中の、「大きく投資をする」という段階に移行いたします。先

ほどの新規出店のスライドで申し上げましたが、当社のこれまでのドミナントを活用し、お客様の

囲い込みと、業務の生産性・効率性を追求した事業展開へと、さらに発展していきながら成長を拡

大していきたいというのがまず一つ。 
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加えて、この 4月で介護保険の報酬改定がございました。今後の介護保険の見通しを考えると、私

たちは今の既存のビジネスを拡大しながら、先回りしてこの事業を再定義する必要があります。 

それには介護保険下のサービスであれば、報酬単価の影響だけではなく、これからお客様になる高

齢者層のライフスタイルを見据えたサービス内容の書き換えも必要でしょうし、先ほどのシニア向

け総合サービス業のスライドにもあったように、介護保険外サービスや終活関連、そして、お客様

への衣食住にもっと関わる事業への展開が必須なのだろうと考えております。 

スライドには「絶対的な業界ポジション確立」と書いていますが、規模ももちろん必要であります

が、私たちケアサービスが、今いる業界の中で唯一無二のビジネスモデルと利益率を生み出せる存

在へと進化していくのがこの次の 3年間になります。 

最後に当期 2025年 3月期の業績予想について申し上げます。16ページ、先ほどのスライドにも

ありましたが、今期は攻める 1年です。合計 10カ所の新規開設を計画いたします。エンゼルケア

では西日本エリアの出店、そして首都圏の既存エリアのシェア拡大に向けてさらなる出店を行いま

す。 

また、在宅介護では当期同様に訪問入浴の出店の他、これからの時代に沿ったお客様のニーズ、私

たちスタッフの働き方、そして、出店しやすいビジネスモデルなどを検討し、これまでとは異なる

新しいタイプのデイサービスの開発・出店を現在計画しております。また、こちらのスライドに書

かれていないサービスに関しましても、立地とコストが折り合えば積極的に出店を行います。 

今期、2025年 3月期の業績でございますが、売上高 101億 4,900万円、5.3%の増収。営業利益 6

億 4,000万円、23.5%の増益。経常利益 6億 5,300万円、17.4%の増益。当期純利益 4億 3,700万

円、15.8%の増益。また、配当でございますが、2円増配の 1株当たり 18円を計画しておりま

す。 

以上でご説明を終了させていただきます。ご清聴、誠にありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：どうもありがとうございました。 

それでは質疑応答の時間にまいります。ご質問のある方、挙手していただければマイクを持ってま

いります。いかがでしょうか。 

ご質問ございませんでしょうか。はい、ちょっとお待ちください。お願いします。 

キタミ [Q]：ご説明ありがとうございます。アクロポリス・アドバイザーズのキタミと申します。
数年ぶりの参加なので、基本的なことをお聞きするかもしれないんですけれども。 

先ほどお話にあったスライドで言うところの 16ページ目、今期のご計画のところで、新タイプの

デイサービスということで、黄色い線が張られていたんですけれど。ご説明に少しあったなと思っ

ているんですけども、差し支えない範囲で、どんなタイプの新サービスなのか、ご説明いただけれ

ばありがたいです。というのが一つ。 

もう一つは、上海、中国でのビジネスのお話ですけれども、私の記憶が正しければ、上海でもエン

ゼルケアのビジネスを展開されていたと思うんですけれども。こちらは、今、中国景気後退などと

言われていますけども、マクロ環境がそういう環境であってもニーズは非常に堅調に伸びているの

か。それとも少し変化があるのかを、今の中国でのビジネス状況とあわせてご説明いただければ大

変ありがたいです。以上です。 

福原 [A]：お久しぶりです。まず 1問目の新タイプのデイサービスにつきましてですが、まず、既

存と何が異なるかという話ですが、現在、当社が得意としているのは中規模のデイサービスと言わ

れているものです。35名から 40名ぐらいの定員で、お客様、7時間から 8時間お預かりする。お

食事、お風呂、機能訓練等を行うサービスになるんですが、それよりも小型で地域密着のデイを今

検討としています。 

それとともに、先ほど説明で申し上げましたが、これからのお客様のニーズに沿ったコンテンツ・

サービスをつける。それによってまず地域に密着をしたいと。あともう一つは小型化をすることに

よって、出店のしやすい立地で、出店コストもこれまで 35名から 40名のデイとなると、非常に

スペースが必要になりました。それはもちろん家賃もそうなんですが、先ほど出店の立地と言いま

したけども、なかなか見つかりづらいという状況もありました。それを小型化することで、出店し

やすくなるというところで、まず考えております。 
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こちらどういったものかということにつきましては、始まりましたらまたこのような機会があると

思いますので、そこで詳しく説明をさせていただきます。これが 1点目。 

2点目が上海について、今日は子会社の報告はスライド入れておりませんでしたが、ご説明いたし

ます。まず中国の状況につきましても、われわれが展開している上海につきましてはコロナは終了

いたしました。社会が平常化していると。エンゼルケアにつきましては、基本的には BtoBtoCで

す。ですので、最終的にはご葬家からわれわれは料金をいただいているという形になりますので、

ニーズに関しては、こちらもコロナ前に戻りつつあると考えております。以上、お答え申し上げま

した。 

キタミ [Q]：景気が悪い云々っていうマクロ要因はあまり関係なくて、コロナが一段落したことに
よってコロナ前のベースに戻ってきていると、そんな理解をしておけばよろしいですかね。 

福原 [A]：BtoB の業界と比べれば、そこはそれほど影響はないと考えています。 

キタミ [M]：分かりました。ありがとうございます。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

他にご質問ございますでしょうか。どうでしょう。ございませんでしょうか。よろしいですか。 

ではないようですので、もしありましたら個別にお尋ねいただくということで、説明会は以上にし

たいと思います。どうも皆様、お疲れ様でした。会社の皆様、ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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